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－－－かかかぜぜぜににに気気気 をををつつつけけけよよよ ううう－－－   

朝晩の冷え込みを感じるようになりましたが、紅葉はまだまだのようですね。最
近ではコンコンと咳をしている子、はなみずを出している子など、かぜひきさんが
増えてきました。つぎにお話することに気をつけて、これから来る冬を元気に過ご
しましょう。 

かぜの予防
よ ぼ う

には  

・外で元気よく遊び、からだをきたえよう。 ・汗をかいたら、すぐ拭こう。着替えもこまめに。 
・外から帰ったら、必ず手洗い、うがいをしよう。 ・好き嫌いせずに、いろんなものを食べよう。 
・夜ふかしせずに早寝をし、疲れをとろう。 
・なるべく薄着にし、水で顔を洗うなどして皮膚をきたえよう。 

「かぜぎみかな？」と思ったら熱はなくても暖かくして身体を休め、休日の外出など無理をせ

ず、お家でゆっくりしましょう。早めの対応が病気の経過を左右しますので、お
子さんの体調をよく診てあげてください。また、熱が下がっても病気が治ったわ
けではありません。夜、38、39 度あっても朝、下がったからと登園させるかた
がありますが、無理をすると長引くことになりますし、他のお子さんにかぜをう
つしてしまうかもしれません。しばらくは安静にしておうちで様子をみましょう。
熱が下がって 24 時間経っても熱が上がらなかったら、登園しましょう。 

子 どもの皮膚
ひ ふ

！  
皮膚は「ばい菌」や汚れを通さないように、体内の水分を出ていかないように守っています。

この皮膚の働きをバリア機能といいます。おとなは 0.1ｍｍと薄いものですが、子どもは、これ
よりもずっと薄くなっています。子どもの皮膚はスベスベしてきれいにみえますが、薄い分だけ
バリア機能も弱く、水分も出ていきやすく、皮脂の分泌も少ないので乾燥する冬にはカサカサし
やすいものです。かさついてるときには水分や脂分を含むクリームを塗ってあげてくださいね。
他にも気をつけることを次にあげます。いろんな折に子どもの手を見る機会が多
いのですが、爪の長い子、汚れている子が多くみられます。 

〇衣服 ：皮膚に直接ふれるものは木綿がいちばんですが、洗いざらしになると繊
維が細くなってトゲトゲしてくるので皮膚を痛めることがあります。ご
わごわ、ちくちくするものは避けましょう。合成繊維のものは静電気で
目に見えない傷をつけます。柔軟剤を使用してもよいのですが、ものに
よっては合成化学物質が多く、かえって刺激になる場合もありますので注
意して使用しましょう。また、洗剤の成分が衣服に残らないよう、すすぎ
もしっかりとしましょう。 

〇おふろ：せっけんは刺激や香料の少ないものを選び、体を洗うには硬い布やナイ

ロン製のものは避け、手や柔らかい布などでよく泡立てて洗ってあげまし
ょう。洗ったあとは石けんが残らないよう、しっかりとすすぎ落としてあ
げましょう。 

〇爪  ：こどもの爪は薄いので、少しでも伸びているとちょっとしたときに引っ

かき傷になります。園でおともだちとのふれあいや遊びの中で思わぬ事
故につながることもあります。一週間に一度はスキンシップもかねて爪
切りを習慣付けましょう。 

インフルエンザについて！  

最近、ワクチンを打ちました、という報告を受けるようになりました。ワクチンは効果がで

るまで時間がかかります。乳幼児は 2 回接種です早めに受けておきましょう。今シーズンは

ワクチンに用いる型の決定が遅くなり、現在のところはワクチンが品薄

のようです。感染予防の基本は「手洗い・うがい・咳エチケット」です。

ワクチン接種をしたからと油断をしないよう、おねがいします。 


